
まえがき＝制御圧延後に加速冷却を行う水冷型TMCP









にはVに対応する適切なNの添加が必要であるといえる。
　つぎに，固溶Nb量に及ぼす圧延時加熱温度の影響を
検討した。その結果を図9に示す。加熱温度が1,100℃
のP21に比べて1,150℃のP22は固溶Nb量が多く，引張強
度および降伏強度が高くなっている。圧延時の加熱温度
を1,150℃とすることによって高強度化することが分か
る。これは Irvine の式から計算されるように，今回添加
したNbを完全に固溶させるには1,150℃の加熱が必要で


